
９月１７日（水）、今年７月２０日に就航したばかりの
新造客船『飛鳥Ⅲ（総トン数52,265トン、全長230m、
全幅29.8m、喫水6.7m、乗客定員740名）』が七尾港に
初寄港しました。今回のクルーズは博多発着で、七尾、
函館、佐渡の北前船ゆかりの地を巡りました。

今回寄港した七尾港は、令和６年能登半島地震により液状化等の大きな被
害を受けた港の１つですが、現在は本格復旧工事が行われており、大型船の
利用が可能になっています。
市街地においても少しずつ復旧が進んでおり、今回の寄港に伴うオプショ

ナルツアーには和倉温泉街やのとじま水族館、能登鉄道の乗車など、七尾市
及び能登半島を満喫する様々なツアーが設定されました。乗客は思い思いに
観光を楽しみながら復興の様子を確認し、今回の寄港を満喫しました。

飛鳥Ⅲは１７日夕方に、次の寄港地である函館へ向け七尾港を出港しまし
た。出港時には多くの地元住民の方が駆け付け、風船を飛ばして見送りまし
た。

日本海にぎわい・交流海道ネットワーク
vol.303 北陸版

にぎわい通信
令和7年度10月号「にぎわい通信」303号を発行しましたので
ご案内いたします。今回は石川県七尾港における『飛鳥Ⅲ』
初寄港の様子をご紹介いたします。また、今年度の総会につ
いて、京都府舞鶴市にて開催されますのでご案内いたします。

会員だより

『飛鳥Ⅲ』が七尾港（石川県七尾市）に初寄港しました！！

石川県
七尾市

七尾港に降り立つ乗客本格復旧中の大田岸壁に着岸する飛鳥Ⅲ 飛鳥Ⅲお見送り



【会場】
ホテルベルマーレ３階 大ホール「飛翔」「彩華」

（京都府舞鶴市字浜2002-3）

【スケジュール】
◆令和７年１１月６日（木）

１４：００～１４：４５ 日本海にぎわい・交流海道ネットワーク総会
１５：００～１６：００ シンポジウム

講演① 演題  「軍港」と「商港」のはざまで：
港湾改修にみる近代舞鶴と 日本海交流

 講師 神村 和輝 氏
           （舞鶴市 文化振興課 歴史文化まちづくり担当課長）

講演② 演題 長期潜水調査で明らかとなった
舞鶴湾の魚たちの水温上昇に伴う変化            

講師  益田 玲爾 氏
            （京都大学 舞鶴水産実験所 教授）

１６：００～１７：００ 担当者情報交換会
１８：００～１９：３０ 交流会

◆令和７年１１月７日（金）
８：３０～１２：３０ 現地見学会  

総会開催のお知らせ

会員の皆様にはすでにご案内しておりますが、今年度の「日本海にぎわい・交流海道ネットワ
ーク総会」を、令和７年１１月６日（木）に京都府舞鶴市で開催します。 会員の皆様の
ご来場を舞鶴市にてお待ちしております。

京都府
舞鶴市
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